
　2007 年の夏ごろから，米国における低所得者向けの住宅ローン「サブプライムローン」の
不良債権化の問題が世界の金融市場に波及し，日本，欧米，アジアの世界同時株安など，
その影響は広範かつ深刻なものとなっています．「米国には家を追われるほどの低所得者が
そんなに大勢いるのか」と，メディアの報道をみて大国の経済格差の深刻さに気づいた方
も多いのではないでしょうか．
　少し前に日本は「一億総中流」といわれていたように思いましたが，気がつくと日本で
も様々な分野で「格差」という言葉を耳にするようになりました．最近では，理学療法分
野でも「格差」が議論されるようになってきています．理学療法の技術の格差や知識の格
差を縮めて，できるだけ均質な理学療法サービスをクライアントに提供しようと，（社）日本
理学療法士協会は生涯学習システムを全国に展開してきました．しかし，予想以上の新入
会員数の急増により，そのシステムの効果以上に，理学療法士の技術や知識，生涯学習へ
の意欲の格差が顕在化しており，専門分化しながら自律性を成長させる薬学分野や看護学
分野の方式は，参考にする点が多いように思います．
　視点を国外に向けてみても，日本の理学療法と世界の理学療法の格差は，様々な分野で
認められるようです．今号の特集は WCPT（世界理学療法連盟）を取り上げましたが，日本
は国民総生産世界第 2 位の経済大国であり，理学療法士数も世界有数にもかかわらず，日
本の理学療法の自律性や学問体系，養成校教育システムなどは，世界をリードするとはい
えないようです．日本の理学療法でも世界をリードする分野や研究もあると思いますが，
日本の理学療法士には開業権がない分だけ，理学療法士の徒手的な技術，医療経済に対す
る認識，政治的活動への認識，収入安定についての真剣さなどに世界の理学療法との格差
を感じざるを得ません．自律性の問題は簡単には解決しない問題ですし，医療保険や介護
保険に守られているという考え方もありますので，どちらがよいとは一概にいえませんが，
確かに日本は世界でも特異的な理学療法システムを持っている国のようです．いずれにし
ても，内向きに悲観してばかりではどうしようもありません．理学療法士の数が日本ほど
急速に増加している国はないのですから，しっかりと“内省”し，外を知ること，外から
学ぶことで，保険以外の分野での活躍や新しい理学療法分野の開拓，そして最終的には自
律性の獲得というような，次世代への展望が広がることも期待したいと思います．
　本号では，WCPT 関連記事以外にも，講座の「パーキンソン病症例の摂食・嚥下障害」，
入門講座「バランストレーニングの基本」，1 ページ講座「エンドフィール」が掲載され，
どれもかゆいところに手が届く逸著で，必読の保存版になることでしょう．
　平成 20 年度の診療報酬改定の骨格がほぼ固まり，リハビリテーション関連の情報も少
しずつ具体的な部分がささやかれるようになりました．診療報酬点数の増減に関しては，
われわれの期待とあまり格差が開かぬように願いたいところです．さて，4 月は新しい出
会いの季節です．読者の皆さんにとってもよい出会いがありますように．

（高橋哲也）
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